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地域ぐるみの有害鳥獣対策とシカ肉有効活用のシステムづくり

知井地区鹿有効利用プロジェクト

地
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協
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害
鳥
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　狩猟・有害鳥獣駆除、鹿肉解体処理、有害鳥獣対策勉強会、鹿の捕
　獲・処理法講習会開催、鹿料理レシピ作成、残滓の利用促進
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上段：プロジェクトアドバイザー藤原有さん（田歌舎）考案の鹿料理レシピ集、
中段上・下：猟友会と連携した狩猟風景、下段：シカ肉の供給拠点として期待
される解体処理施設（南丹市美山町江和）

　
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被
害
は
、

作
物
へ

の
影
響
と
と
も
に
農
林
業
に
携
わ
る
人
た

ち
の
生
産
意
欲
の
減
退
を
招
く
な
ど
地
域

の
農
林
業
振
興
に
と
っ
て
も
深
刻
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
丹
市
美
山
町
の
知
井
地
区
で
は
、

地

元
の
狩
猟
者
グ
ル
ー

プ
が
中
心
と
な
り
、

シ
カ
の
捕
獲
と
食
肉
等
へ
の
利
活
用
の
取

組
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
地
域
の
様
々
な
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
更
に
拡
充
さ
せ
て
い
る

の
が
「
知
井
地
区
鹿
有
効
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
取
組
で
す
。

　
こ
の
「

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」

で
は
、

地
域

の
関
係
者
を
対
象
と
し
た
捕
獲
・
解
体
技

術
の
向
上
対
策
や
シ
カ
肉
の
美
味
し
い
料

理
法
の
勉
強
と
Ｐ
Ｒ
、
新
商
品
の
開
発
な

ど
の
活
動
が
進
ん
で
い
ま
す
。

平
成
二
十

年
十
一
月
に
は
シ
カ
の
解
体
処
理
施
設
も

完
成
し
、

安
心
安
全
な
シ
カ
肉
供
給
を
地

域
ぐ
る
み
で
支
え
る
シ
ス
テ
ム
も
動
き
出

し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
絆
で
深
刻
な
鳥
獣
被
害
を
克
服

し
、

シ
カ
の
有
効
利
用
を
通
じ
て
健
全
な

狩
猟
活
動
の
存
続
と
地
域
の
活
性
化
を
図

り
、

大
切
な
自
然
の
保
全
を
目
指
す
モ
デ

ル
的
な
取
組
が
進
化
し
て
い
ま
す
。

＜写真説明＞



▲
と
ぴ
っ
く
す
！

▲
代
表
者
い
ん
た
び
ゅ
ー

▲ひすとりー
○～平成17年 知井猟友会としての狩猟活動
○平成18年　 森林荒廃や農業被害を目の当たりにし、地域住民、農事組
             合、森林組合などと連携した狩猟活動と相互理解が大切と
             考え知井猟友会として有害鳥獣対策勉強会開催を呼びかけ
　　　　　秋 知井振興会と共催で有害鳥獣勉強会を開催
○平成19年春 知井振興会と共催で第２回有害鳥獣勉強会開催
　　　　　　 奥山の森林被害を報告し、地域の自然環境の悪化への住民
             理解、民家近くの農林業被害情報を地域住民から集約する
             ことなどを進め、野生鳥獣対策を考える機会とした。
          秋 農業被害を少なくするための実地学習会開催。知井地区内
             ４集落で、専門の講師の指導の下、防除方法の講座と防除

　　　　　　 ネットの点検実施
○平成20年   知井猟友会を中心に、地域住民、ＮＰＯなどと連携し、知
             井地区鹿有効利用プロジェクトを立ち上げ
　      ３月 狩猟による鹿肉の有効利用を進めるためにも解体処理施設
　 　　　　　建設を提案
　      12月 地域力再生事業で建設した鹿肉解体処理施設竣工式開催

　　　　　　　（京都府知事、南丹市長臨席）

○
発
足
の
き
っ
か
け
は
？

　
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
美

山
の
地
で

、
自
然
と
共
生
し
た

ネ
イ
チ
ャ
ー

生
活
の
実
践
を
目

指
し
て
定
住
し
た
若
者
や
地
元

猟
友
会
・
旅
館
や
民
宿

、
地
域

振
興
会
の
関
係
者
が
協
働
し
て

野
生
鹿
の
有
効
利
用
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た

。

○
現
在
の
活
動
内
容
は
？

　
異
常
繁
殖
し
た
野
生
鹿
は

、

農
作
物
に
留
ま
ら
ず
林
床
の
植

物
を
も
食
い
荒
ら
し

、
芦
生
の

森
を
代
表
と
す
る
美
山
町
の
豊

か
な
森
林
の
被
害
や

、
土
砂
の

流
出
な
ど
に
よ
り
清
流
で
有
名

な
美
山
川
に
さ
え
も
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す

。

　
私
た
ち
は

、
鹿
だ
け
で
な
く

様
々
な
野
生
生
物
が
正
常
な
個

体
数
を
維
持
す
る
こ
と
を
念
頭

に
お
い
た
狩
猟
活
動
を
心
が
け

る
と
と
も
に

、
住
民
向
け
の
獣

害
対
策
学
習
会
の
開
催
や
鳥
獣

保
護
区
の
管
理
に
対
す
る
問
題

提
起
な
ど

、
野
生
動
物
と
人
々

の
暮
ら
し
に
関
わ
る
狩
猟
以
外

の
取
組
も
行

っ
て
い
ま
す

。

知
井
地
区
鹿
有
効
利
用
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト

代
表
　
大
野
安
彦
さ
ん

○
活
動
で
の
工
夫
点
は
？

　
狩
猟
活
動
を
持
続
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、

捕
獲
さ
れ
た
鹿

な
ど
が
適
正
に
消
費
さ
れ
る
仕

組
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

狩
猟

で
得
ら
れ
た
資
源
を
大
切
に
し

無
駄
な
く
丁
寧
に
解
体
す
る
こ

と
に
よ
り
、

安
心
安
全
で
美
味

し
い
食
材
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
シ
カ
肉
を
美
味
し
く
食
べ
て

い
た
だ
く
た
め
の
料
理
法
の
研

究
や
学
習
会
・
情
報
発
信
活
動

な
ど
も
行
い
、

多
く
の
方
々
に

シ
カ
肉
の
魅
力
を
わ
か
り
や
す

く
伝
え
、

身
近
な
食
材
と
し
て

親
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

○
今
後
の
課
題
は
？

　
鹿
を
森
林
の
資
源
と
捉
え
、

食
材
以
外
の
利
活
用
策
の
開
発

に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
様
々
な
主
体
と
連
携
し
て
捕

獲
解
体
か
ら
消
費
ま
で
の
循
環

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

森
林
保

全
と
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
鹿
角
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

　
も
登
場
！

　
残
滓
（

ざ
ん
し
）

の
有
効
利

用
も
課
題
の
一
つ
で
、

年
間
何

十
本
も
取
れ
る
鹿
の
角
を
使
っ

て
、

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
若
手
ス

タ
ッ

フ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、

近
年
の
自
然
派

志
向
や
若
者
世
代
の
感
性
に
も

マ
ッ

チ
し
た
携
帯
ス
ト
ラ
ッ

プ

や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
小
物
の

考
案
・
作
成
に
も
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
食
材
以
外
へ
の
利
用
も
開
発

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

捕
獲

個
体
の
更
な
る
有
効
利
用
が
進

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

★
広
域
振
興
局
も
協
働
し
て
い
ま
す
！

心
安
全
な
食
材
と
し
て
安
定
供

給
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
や
残

滓
の
有
効
利
用
の
調
査
研
究
な

ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、

ヘ
ル
シ
ー

な
食
材
の

シ
カ
肉
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ

ン
ペ
ー

ン

や
シ
カ
肉
料
理
を
味
わ
え
る
体

験
型
広
域
観
光
ツ
ア
ー

の
企
画

実
施
な
ど
、

農
林
業
施
策
と
商

工
観
光
施
策
と
を
連
携
さ
せ
な

が
ら
、

シ
カ
肉
利
活
用
の
仕
組

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
南
丹
広
域
振
興
局
で
は
「

地

域
振
興
計
画
」

に
基
づ
き
、

有

害
鳥
獣
を
地
域
資
源
と
し
て
有

効
活
用
し
、

豊
か
な
森
林
・
環

境
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
地
域
経

営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
野
生
鹿
の
増
加
に
よ
る
農
林

業
被
害
が
深
刻
な
地
域
課
題
と

な
っ

て
お
り
、

有
害
鳥
獣
対
策

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

南
丹

広
域
振
興
局
独
自
の
取
組
と
し

て
、

捕
獲
個
体
の
シ
カ
肉
を
安

解体処理施設内部

代表の大野安彦さん（中央）を囲んで

　　　右　鹿取　悦子さん　　左　藤原　誉さん

試
食
会
で
シ
カ
肉
料
理
の

説
明
と
レ
シ
ピ
集
を
披
露

地域の方々が集う試食会

鹿角のアクセサリー

○
「
鹿
料
理
レ
シ
ピ
集
」

 
で
美
味
し
い
調
理
方
法

　
を
紹
介
中
！

　
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
メ
ン
バ
ー

が

考
案
し
た
シ
カ
肉
の
美
味
し
い
調

理
方
法
が
「

レ
シ
ピ
集
」

で
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

高
蛋
白
・
低
脂

肪
で
ヘ
ル
シ
ー

な
シ
カ
肉
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
部
位
・
季
節
・

雄
雌
に
よ
る
肉
質
の
違
い
や
脂
の

乗
り
の
見
分
け
方
、

美
味
し
さ
を

引
き
出
す
秘
訣
な
ど
が
解
り
や
す

く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二

十
年
十
二
月
十
六
日
の
解
体
処
理

施
設
竣
工
式
の
シ
カ
肉
料
理
試
食

会
で
「

レ
シ
ピ
集
」

も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　


